
本製品は業務用として販売しており
一般家庭用の表示はしておりません。
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可燃性あり 有害性あり 皮フ刺激性あり 火気厳禁 吸入注意 接触注意

用　途
適 用 箇 所

適 用 下 地

適用仕上げ材

変成シリコーン樹脂系接着剤

化学反応形無溶剤タイプ・指定可燃物可燃性固体類

容　量 包装形態 梱包単位
250g ラミネートチューブ 10本入り箱

屋内の壁面及び天井面（折版屋根は除く）
コンクリート、モルタル、金属、
けい酸カルシウム板、フレキシブル板
スピンドル鋲、FPファスナー、
ヘルパーロック、ブロングアンカー等

性　質

スピンドル鋲1本（釘長75mm以下）0.7g

１g

スピンドル鋲1本（釘長100m以上）
FPファスナー1本
ブロングアンカー1本
ヘルパーロック1個

標準使用量

使用方法
【接着面の確認】

【接着剤の塗布】

【養　生】

【張り付け】

接着面のゴミ・水分・油分・錆などは接着不良の原因と
なりますので取り除きます。

1.
2.
キャップを取り外し、内部の保護皮膜を破ります。
仕上材または下地材の接着面に接着剤を塗布します。

接着剤塗布後、張付け可能時間以内にスピンドル鋲又は
FPファスナーを押し付ける様に張り付けます。

張り付け後、接着剤が完全に硬化するまで外力が加わら
ないように養生します。

チェック： 接着剤の塗布量が多すぎると、硬化時間が遅
くなったり、垂れてくる可能性があります。

チェック： 塗装面、ガラス面には使用しないで下さい。

施工上の注意事項
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金属同士の接着においては接着剤の硬化が遅くなる可
能性があります。
ポリエチレン、ポリプロピレンには接着しません。
接着用途以外に絶対に使用しないで下さい。
品種の異なる接着剤や溶剤と併用・混合しないで下さい。
5～35℃の環境で使用・保管して下さい。氷点下、又
は高温下で保管した場合、接着剤の品質低下及び容器
が変形する可能性があります。
取り扱い場所及び作業場所は換気を行って下さい。
又、施工後も接着剤が硬化するまで通常の換気（日常生
活の程度、朝夕1～2時間）を行って下さい。
可燃性のある成分を含んでいます。使用時・取り扱い
場所では火気に注意して下さい。
保管・使用時は「消防法」や「労働安全衛生法」などに従
って下さい。
開封した接着剤は、できるだけ早く使い切って下さい。

取り扱い上の注意事項
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MS-50を取り扱う時は、下記の項目を守って下さい。
子供の手の届かない冷暗所に保管して下さい。直射日
光のあたる場所や高温多湿になるような場所に置かれ
ますと、接着剤が容器内部で硬化したりガス膨れが生
じる可能性があります。
使用後や休憩前には、手洗いやウガイを行って下さい。
使用中に身体に異常を感じた時は直ちに使用を止め、
換気のよい場所で安静にし、必要に応じて医師の診断
を受けて下さい。
目に入った時は直ちに清水で洗い流した後、医師の診
断を受けて下さい。
誤って飲み込んだ時は直ちに医師の診断を受けて下さい。
皮フや衣服に付いた時は洗い落として下さい。
食品用器具、容器等には使用しないで下さい。
誤飲防止と食品への混入を避けるために、保管場所は
食品と区別して下さい。
使用済み容器などは、許可を受けた産業廃棄物処理業
者へ処分を委託して下さい。
河川・湖沼・下水道などへ流入させないで下さい。
ご不明な点は当社営業担当にお問い合わせ頂くか、安全
データシート（SDS）またはカタログをご参照下さい。

警告及び注意

保温・防音・断熱工事用スピンドル鋲、FPフ
ァスナーを施工するのに適した変成シリコーン
樹脂系接着剤です。空気中の湿気（水分）で反
応・硬化する1液接着剤です。初期接着力及び
施工性に優れています。

国土交通省公共建築工事標準仕様書
機械設備工事編に準じています

スピンドル鋲用接着剤

主 成 分
外 観 灰白色　マスチック状

変成シリコーン樹脂系

張 付 け 可 能 時 間
硬化時間 (金属下地を除く)

23℃
1分以内
2時間

5℃
5分以内
8時間

35℃
1分以内
1時間
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仙台営業所
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広島営業所
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TEL
FAX
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北陸営業所 TEL
FAX
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:
:

大 垣 工 場

技 術 開 発
セ ン タ ー
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0584-89-8111
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●掲載商品の一部内容を、品種の新設・改良・廃止などにより予告なしに変更する場合があります。
●本カタログの記載内容は、当社技術開発センターの資料を基に作成し、充分信頼し得るものと確信しております。しかし、現場施工においては、施工箇所の環境・
　使用材料・施工条件などが異なるため、全ての条件を満足するものではありません。確実な施工を行うためにも、施工前に確認試験をされますようお薦めします。

関連企業　◆TILEMENT（THAILAND）CORPORATION,.LTD.

240702H

タイルメント ホームページアドレス　http://www.tilement.co.jp

MS-50 使用上の注意事項
MS-50による接着施工

こんな時は充分な接着力が確保できません。
原因1 下地のホコリ・油分・結露状況
下地のホコリや油分、結露、含水率が高い状
態などは接着剤の付着を妨げ、有効接着面積
を確保できなくなり、充分な接着力が発揮で
きません。

対応 清　掃
施工前に下地表面の状況を確認し、ホコリ・
油分など接着不良の原因となる物を取り除い
て下さい。

原因2 下地が塗装されている
下地となる鉄板や鉄骨に塗装が施されている
場合は、接着剤強度が下地への塗料の密着性
に依存されるため、データ通りの接着力を得
ることができません。

対応 塗装を除去するか確認施工を行う
塗装を除去した後、現れた下地に接着施工を
行います。やむを得ない場合は、試験施工を
実施するか、担当の営業にご相談下さい。

下地に接着剤が
充分付着して
いない。

下地に接着剤が
充分付着して
いる。

ホコリ 油分

接着剤 接着剤

塗料の面から
剥がれる

塗料を
剥がして
接着施工

塗料

接着剤

塗料

接着剤

塗料を剥がす

塗料


